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国内で初めて、洪水時に可動させる
シャッターを、砂防堰堤に設置しました
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立山砂防事務所では、洪水時に砂防堰堤から異常な土砂流出を少なくするこ
とを目的に、平成２１年度から工事に着手し、国内で初めて砂防堰堤に可動式
シャッターを平成２６年度に設置完了しました。

この可動式シャッターの効果検証を平成２７年８月から実施するのに先立ち、
平成２７年７月２７日（月）に試験操作を実施しますのでお知らせします。

【試験操作概要】

日 時：平成２７年 ７月２７日（月）１２：４５～１５：２０
（内、試験操作は、１３：３０～１４：３０）

場 所：妙寿砂防堰堤（下流右岸側シャッター操作小屋）
出席者：学識者、立山砂防事務所、関係機関
内 容：①シャッター付き砂防堰堤の目的・概要の説明

②全閉操作・全開操作の稼働試験

集合場所：立山砂防事務所 １階ロビー
集合時間：１２：２０（厳守）

＜可動式シャッターとは＞
砂防堰堤のスリット部（切り欠き部）から洪水

時に土砂が急激に流出することを防止するため、
スリット部に可動式のシャッターを設置し、洪水
時にシャッターを操作することにより土砂を捕捉
します。



立山砂防事務所に集合していただいたのちに、工事専用軌道（トロッコ）
で現地へ移動します。以下の注意事項がありますのでご留意ください。

●事務所（１階ロビー）集合時間 １２時２０分厳守で、お願いします。
● 現地において取材を希望される方は、トロッコ乗車手続きが必要なため、
７月２１日（火）までに申込み書の提出をお願いします。
当日やむを得ず乗車できなくなった場合は、当日の１１：３０までに、電話にて
御連絡 ください。
● 試験操作終了後、トロッコにて事務所まで移動し、１５時２０分ごろ解散となります。
● 現地に行かない場合、立山砂防事務所内のモニターで試験の様子を確認すること
は可能です。
● 小雨決行ですが、大雨の場合は稼働試験を中止いたします。
実施するか中止するかの判断は、当日８時３０分に決定します。

事務所及び寿砂防堰堤の位置
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立山砂防事務所
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妙寿砂防堰堤
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別 紙

立山砂防事務所 調査課 岩田宛（ ）FAX 076-481-1426

妙寿砂防堰堤（シャッター付き砂防堰堤）の

シャッター稼働試験 取材予定者名簿

報道機関名

取材予定者

所 属 氏 名

取材予定代表者の氏名及び連絡先

代表者氏名

Fax連絡先 ℡

※取材予定者の方へ

・別紙の「トロッコに乗車される皆さんへ（乗車心得 」を遵守）

願います。

※７月２１日（火）までに本書のみ 願います。FAX

930-1405〒

富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂６１番地
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